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乗降終了合図は全ての 

列車で無くすのか？ 

 

無くす列車：中央快速線・青梅線直通・むさしの号・特急（１２両か９両） 

残す列車：終電等の接続指定がされている列車・臨時特急（５両） 

その２ 

ＩＴＶを設置するから立ち番がいなくなるということか？ その通り。 

 
立ち番を廃止することで想定される課題はあるのか？ 乗客が多い朝夕は安全の確保が必要。 

 
ホーム上に案内係が立つということか？ ホーム上に滞留が起きないように案内する。 

 

乗務員から乗降終了合図を出して欲しいと 

なれば合図を出すのか？ 

必ず出せるとは限らないが、合図を出して欲しいとなれば駅と 

しても協力していく。 

要員の体制で２徹１日勤が減る。 現行の立ち番は４徹１日勤で対応。今後は他の業務を行っていく。 

ホーム上で異常事態が発生した時は、駅事務室から駅員が出動するのか？ その通り。 

 

今段階でＩＴＶ設置工事は着工していないのか？いつから着工するのか？ 夏あたりから着工する。 

 

設備が劣化した時にだれが管理するのか？ 

高尾以西のＩＴＶにおいて画面が見づらい声も出ている。 

 

乗務員から指導担当に話をして、指導担当から 

各箇所に話が行くようにする。 

既設のＩＴＶが見づらい現状を出した。問題がある時は乗務員から指導担当経由であげていく。 

中央線車両は車外スピーカーがある。しかし 

武蔵野線車両に車外スピーカーはないため、 

駆け込み乗車の注意案内が出来ない。 

 

今施策ではあくまでもＩＴＶ整備のみだが、今回の意見は 

受け止める。だがＩＴＶを活用して乗降対応をしてもらう。 

あまりにも厳しいときはテレスピや汽笛で対応。 

 武蔵野線車両において、車外スピーカーによる駆け込み乗車の注意喚起が出来ない現状を出した。 

異常時や最終接続等の案内体制は？ 

放送は誰が行うのか？ 

信号と連携しながら対応していく。残った２徹の社員や対応できる 

社員で放送を行う。 

試用期間を設けて検証する考えは 

あるのか？ 

ＩＴＶモニターの視認性を検証する試用期間を考えている。 

トライアル期間を１か月設ける事が出来ると思っている。 

駅社員の意見の吸い上げをお願いしたい。ラッシュ時や 

最終接続等での放送有無の線引きが必要。施策実施以降に事象が 

発生してはいけないので対策を講じてほしい。 

 

駅と意見交換しながら、利用客が多い 

時間や接続に関して把握していく。 

 

ホームドア設置までホーム立ち番がいてもよかったと 

思うが、ＩＴＶを先に設置する理由は？ 

同時設置が出来ればよかったが、立川のホームドア設置は

当面先。またグリーン車対策工事を行った際に同時に 

ＩＴＶ設置を行う事は難しかった。 

 
工事工程でスケジュールが変更になる場合があるとなっているが、工事工程が 

遅れればトライアルなどの準備を行うために施策開始を延期するという事か？ 

その通り。 


